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2023 年 7 月 18 日 

  

株式会社三菱 UFJ フィナンシャル･グループ 

 Morgan Stanley  

 

三菱 UFJ フィナンシャル･グループとモルガン・スタンレーのアライアンス戦略の深化 

「アライアンス 2.0」について 

 

 

株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループ（代表執行役社長 亀澤
かめざわ

  宏
ひろ

規
のり

、以下 MUFG）と 

Morgan Stanley（会長兼 CEO James P. Gorman、以下 モルガン・スタンレー）は、両社のグローバルな

戦略的提携関係を、次の 10 年とその先を見据えた「アライアンス 2.0」へと深化させてまいります。 

 

MUFG とモルガン・スタンレーは、2008 年にグローバルな戦略的資本提携を開始して以降、15

年にわたる深い相互理解や信頼に基づき、グローバル投資銀行業務や日本における証券ジョイン

ト・ベンチャー（以下 JV）2 社などの領域で協働し、両社のアライアンスならではの価値をお客

さまに提供してきました。 

今後、MUFGとモルガン・スタンレーはグローバルな戦略的提携をさらに強化いたします。「ア

ライアンス 2.0」のコアとなるものは、お客さまに対する重要なビジネス領域での協働強化です。

「アライアンス 2.0」の一部として、両社は新たに 2 つの協働に関する基本合意書を締結しました。

両社は、関係当局の承認を前提に、これらの協働に関する最終契約書を締結し、2024 年前半に業

務を開始することを目指しております。 

   

1. 外国為替のトレーディング業務における協働 

近年、急速なオンライン化の進展や先進的な技術を持つ新たな市場参加者の台頭などに伴い、

外国為替市場における競争が激化しております。グローバルな金融規制の導入やオペレーション

およびシステム開発の負荷が増大するなか、外国為替トレーディング業務を高度化する必要性が

一段と高まってきています。グローバルプレイヤーは、顧客基盤の拡大・分散および大規模なシ

ステム開発によるテクノロジー強化を通じて、特に、外国為替取引の取引量の拡大を強力に推進

しています。 

このような状況を踏まえ、株式会社三菱 UFJ 銀行（取締役頭取執行役員 半沢
はんざわ

 淳一
じゅんいち

）とモルガ

ン・スタンレーは、それぞれの強みを活かし、相互に補完するべく、モルガン・スタンレー

MUFG 証券株式会社（代表取締役社長 田村
た む ら

  浩四郎
こ う し ろ う

、以下 MSMS）を通じて、外国為替のトレー

ディング業務において協働を開始することに関する基本合意書を締結しました。具体的には三菱

UFJ 銀行が有する日本およびグローバルの事業法人などのお客さまを主とする取引関係と、モル

ガン・スタンレーが有するグローバルの機関投資家などのお客さまを主とする取引関係を組み合

わせることで、本協働によってもたらされるスケールメリットを享受するとともに、お客さまに

より良いサービスを提供します。 

新たな協働では、三菱 UFJ銀行は、MSMSを通じて世界をリードするモルガン・スタンレーの

外国為替取引プラットフォームを活用することで、価格提供力の向上や、商品・サービスライン

アップの拡充を図り、お客さまの高度化・多様化するニーズに的確・迅速に対応してまいります。

なお、外国為替のセールス業務は引き続き各社が行うため、お客さまの担当窓口は従来通りとな

ります。 
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2. 機関投資家向け日本株ビジネスにおける協働 

2010 年 5 月に、三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社（取締役社長 小林
こばやし

  真
まこと

、以下

MUMSS）および MSMS が MUFG およびモルガン・スタンレーの日本における証券 JV として発

足して以降、両社は M&A 助言や株式・債券の引受け、ウェルスマネジメントなどさまざまな領

域で緊密に連携してまいりました。今般、新たな協働の一環として、MUMSS および MSMS は、

両社の機関投資家向け日本株のセールス業務、コーポレートアクセス、執行業務の一部およびリ

サーチ業務を MSMS に機能統合します。また、日本株の引受業務についても、MUMSS および

MSMS がモルガン・スタンレーのグローバルなプラットフォームを一層活用できるような体制へ

と最適化いたします。 

MUMSS が有する広範な日本株カバレッジや国内のお客さまとのリレーションと、MSMS が有

するグローバルな業務プラットフォームや海外のお客さまとのリレーションの融合を通じて、リ

サーチ・執行・コーポレートアクセス業務をリードしてお客さまの高度化・多様化する日本株ニ

ーズに応え、本邦の株式ビジネスでトップクラスの証券会社を目指します。また、両社は、それ

ぞれの代表者で構成される評議会を設置するとともに、当該業務に従事する MUMSS や MUFG 子

会社の職員を MSMS やモルガン・スタンレーのその他のグループ会社に派遣します。なお、事業

法人、ウェルスマネジメント、一部の金融法人のお客さま向け日本株業務は、引き続き MUMSS

がサービスを提供してまいります。 

なお、本邦 JV2社の更なる協働をお示しするため、MUFGは、今後両社の業績を 2社合算で開

示するようにします。JV 一体での事業運営をさまざまな領域でさらに加速させ、本邦 JV2 社合

算で国内トップの証券会社を目指してまいります。 

 
以 上 

 

 


